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一
九
四
六
（
昭
和
二
一
）
年
二
月
、
昭
和

天
皇
は
、
全
国
巡
幸
の
最
初
と
し
て
神
奈
川

県
を
訪
問
し
た
。
県
や
関
係
各
市
に
は
二
月

初
旬
に
計
画
が
伝
え
ら
れ
、
慌
た
だ
し
く
準

備
が
進
め
ら
れ
た
よ
う
で
あ
る
。
当
時
、
横

浜
市
長
で
あ
っ
た
半
井
清
の
手
元
で
も
、
説

明
す
る
た
め
の
さ
ま
ざ
ま
な
資
料
が
作
ら
れ

て
い
る
。

現
在
、市
史
資
料
室
が
所
蔵
し
て
い
る「
半

井
清
資
料
」
に
は
、「
行
幸
一
件
」（
Ａ
─
26
）

の
封
筒
に
入
れ
ら
れ
た
一
八
点
の
資
料
が
残

さ
れ
て
い
る
。
こ
の
中
に
は
、
説
明
の
た
め

の
メ
モ
書
き
や
、「
戦
災
者
」
等
の
収
容
施
設
、

中
央
卸
売
市
場
へ
入
る
物
資
、
伝
染
病
の
発

生
状
況
の
メ
モ
と
共
に
、
訪
問
先
の
一
つ
で

あ
る
神
奈
川
区
大
口
地
区
の
概
況
が
含
ま
れ

て
お
り
、
図
も
添
え
て
あ
る
た
め
に
当
時
の

様
子
が
よ
く
分
か
る
資
料
で
あ
る
。

こ
の
天
皇
巡
幸
は
画
期
で
あ
り
、
既
に
こ

れ
ら
の
資
料
も
使
っ
て
『
横
浜
市
史
Ⅱ
』

第
二
巻
に
詳
し
く
述
べ
ら
れ
て
い
る
。
ま
た
、

大
口
の
商
店
街
に
つ
い
て
は
、
こ
の
時
期
の

特
徴
的
な
商
店
街
と
し
て
、
同
じ
く
第
二
巻

に
詳
述
さ
れ
て
い
る
。
最
近
で
は
、
本
宮
一

男
氏
の
紹
介
も
あ
る
。
そ
の
他
の
事
項
も
含

め
、
『
横
浜
市
史
Ⅱ
』
等
に
依
り
つ
つ
、
図

を
中
心
に
大
口
地
区
の
様
子
を
紹
介
し
よ
う
。

「
神
奈
川
県
行
幸
」
の
概
要

「
行
幸
」
は
、
二
月
一
九
日
に
川
崎
市
・

横
浜
市
、
二
〇
日
に
横
須
賀
市
へ
訪
問
す
る

予
定
で
あ
っ
た
。
川
崎
市
・
横
浜
市
に
お
け

る
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
は
、
以
下
の
通
り
で
あ
っ

た
（
カ
ッ
コ
内
は
移
動
時
間
・
所
要
時
間
、

半
井
清
資
料
Ａ
─
26
─
17
）
。

出
発
九
時（
七
〇
分
）
、昭
和
電
工
一
〇
時

一
〇
分
〜
一
〇
時
五
〇
分
（
四
〇
分
）、
日
産

重
工
業
一
一
時
一
〇
分
〜
一
一
時
四
〇
分

（
三
〇
分
）
、
県
庁
一
一
時
五
五
分
〜
一
三

時
二
五
分
（
九
〇
分
）
、伊
勢
佐
木
町
通
を
通

過
（
二
〇
分
）
、稲
荷
台
共
同
宿
舎
一
三
時
四

五
分
〜
一
四
時
〇
〇
分
（
一
五
分
）
、
横
浜

市
復
興
局
一
四
時
〇
五
分
〜
一
四
時
二
〇
分

（
一
五
分
）
、
大
口
町
商
店
街
・
大
口
町
戦

時
住
区
一
四
時
三
五
分
〜
一
四
時
四
〇
分

（
五
分
）
、
帰
還
一
五
時
五
〇
分
。

午
前
九
時
、
皇
居
を
自
動
車
で
出
発
し
、

ま
ず
、
川
崎
市
扇
町
の
昭
和
電
工
へ
向
か
い
、

予
定
よ
り
早
く
着
き
、
社
長
・
工
場
長
や
川

崎
市
長
の
説
明
を
聞
い
た
。
次
に
横
浜
市
内

に
入
り
、
神
奈
川
区
宝
町
の
日
産
に
到
着
、

社
長
や
工
場
長
か
ら
説
明
を
受
け
、
ト
ラ
ッ

ク
の
ラ
イ
ン
オ
フ
な
ど
を
見
学
し
た
。

次
に
県
庁
に
向
か
い
、
昼
食
後
、
半
井
市

長
か
ら
横
浜
市
の
概
況
を
聞
き
、
屋
上
へ

登
っ
て
内
山
岩
太
郎
県
知
事
か
ら
県
内
の
様

子
な
ど
を
聴
取
し
た
。
そ
の
後
、
稲
荷
台
共

同
宿
舎（
稲
荷
台
小
）へ
向
か
っ
た
が
、そ
の
間
、

伊
勢
佐
木
町
商
店
街
を
七
丁
目
ま
で
通
過
し
、

道
慶
橋
か
一
本
橋
を
渡
っ
て
初
音
町
の
交
差

点
か
ら
藤
棚
方
面
へ
向
か
っ
て
い
る
。

稲
荷
台
共
同
宿
舎
は
、
戦
災
で
焼
け
た
国

民
学
校
の
敷
地
に
、
住
宅
緊
急
措
置
令
に
基

づ
き
住
宅
営
団
が
航
空
技
術
廠
の
寮
な
ど
を
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●一九四六年の大口地区─「天皇巡幸」説明資料から─

移
築
し
、
戦
災
被
害
者
の
共
同
住
宅
と
し
た

も
の
で
、
全
市
で
は
五
国
民
学
校
敷
地
へ
約

一
七
〇
〇
戸
分
で
あ
っ
た
。
稲
荷
台
に
は
、

移
築
が
完
成
し
た
一
棟
に
二
三
世
帯
一
〇
三

人
が
居
住
し
て
い
た
。
昭
和
天
皇
は
、
住
宅

営
団
の
支
所
長
の
説
明
を
聞
く
と
と
も
に
、

中
に
入
っ
て
居
住
者
と
も
話
を
し
て
い
る
。

そ
こ
か
ら
、
老
松
町
の
横
浜
市
復
興
局

（
横
浜
市
図
書
館
）
へ
向
か
い
、
屋
上
で

半
井
市
長
か
ら
説
明
を
受
け
て
い
る
。
メ

モ
で
は
、
戦
災
前
・
後
の
写
真
を
用
意
し
、

進
駐
軍
が
建
築
し
た
兵
舎
や
飛
行
場
、
接

収
さ
れ
た
野
沢
屋
百
貨
店
な
ど
の
伊
勢
佐

木
町
の
様
子
、
ま
た
、
野
毛
の
商
店
街
の

計
画
や
露
店
、
簡
易
住
宅
の
進
捗
な
ど
も

説
明
す
る
予
定
と
な
っ
て
い
た
。

説
明
資
料
に
よ
る
と
（
半
井
清
資
料
Ａ
─

26
─
８
）
、
横
浜
市
全
体
の
住
宅
計
画
は
、

簡
易
住
宅
で
は
建
築
承
認
三
六
二
八
戸
に
対

し
、
完
成
六
五
八
戸
、
工
事
中
六
六
五
戸
で

あ
っ
た
。
稲
荷
台
の
よ
う
な
移
築
は
、
横
浜

市
一
八
棟
、
住
宅
営
団
二
一
棟
、
戦
災
者
同

盟
一
一
棟
の
計
五
〇
棟
、
居
住
世
帯
は
九
八

一
世
帯
で
あ
っ
た
。
そ
の
他
、
仮
小
屋
補
修

用
の
木
材
を
、
町
内
会
を
通
じ
て
配
給
す
る

な
ど
の
事
業
も
行
っ
て
い
た
。

次
に
大
口
地
区
へ
向
か
っ
た
。
こ
の
「
行

幸
」
に
当
た
っ
て
、
半
井
市
長
は
、
戦
災
か

ら
の
復
興
を
目
指
し
て
い
る
市
民
生
活
を

知
っ
て
も
ら
う
に
は
、
「
ヤ
ミ
市
」
を
見
て

も
ら
う
の
が
い
ち
ば
ん
だ
と
提
案
し
た
と
い

う
。
警
備
の
問
題
か
ら
反
対
も
あ
っ
た
が
、

大
口
通
商
店
街
の
視
察
が
実
現
し
た
。
大
口

で
は
、
図
１
の
右
側
の
商
店
街
を
自
動
車
で

徐
行
し
、
そ
の
後
、
大
口
仲
町
の
復
興
住
区

で
は
、
車
を
降
り
て
視
察
し
て
い
る
。

こ
れ
で
全
予
定
を
終
了
し
帰
還
し
た
。

大
口
通
商
店
街
の
様
子

大
口
は
、
子
安
地
先
の
埋
立
地
な
ど
へ
の

工
場
の
進
出
と
と
も
に
発
展
し
て
き
た
。
一

九
二
七
（
昭
和
二
）
年
に
は
、
「
商
業
振
興

団
体
」
と
し
て
大
口
聯
合
会
が
組
織
さ
れ
て

お
り
、
三
一
年
頃
に
は
会
員
数
六
五
で
あ
っ

た
（『
横
浜
市
商
工
案
内
』
昭
和
八
年
版
）
。

「
行
幸
一
件
」
に
あ
る
商
店
街
の
概
要
を

記
し
た
文
書
に
も
、
同
様
の
経
過
が
記
さ
れ

て
い
る
（「
神
奈
川
区　

大
口
通
商
店
街
」

横
浜
市
、
半
井
清
資
料
Ａ
─
26
─
４
）
。

こ
れ
に
よ
る
と
、
関
東
大
震
災
後
の
子
安

地
先
埋
立
地
の
工
場
街
の
出
現
に
よ
っ
て
住

宅
が
増
加
し
、
こ
れ
に
連
れ
て
商
店
も
増
加
、

大
口
銀
座
と
称
し
、
三
四
（
昭
和
九
）
年
頃

よ
り
殷
賑
を
極
め
た
と
い
う
。
し
か
し
、
太

平
洋
戦
争
末
期
、
四
五
年
三
月
に
建
物
疎
開

に
よ
り
西
側
全
部
が
撤
去
の
対
象
と
な
っ

て
、
「
商
店
街
ノ
面
影
ヲ
一
時
ニ
失
ヒ
寂
漠

タ
ル
地
帯
ト
ナ
リ
放
置
セ
ラ
レ
」
た
と
い

う
。
残
っ
た
建
物
も
五
月
二
九
日
の
大
空
襲

の
際
に
被
害
を
受
け
て
い
る
が
、
東
側
は
こ

の
建
物
疎
開
の
た
め
に
焼
失
を
免
れ
て
い
る
。

商
店
街
の
西
側
は
、
図
１
で
は
道
路
の
左
側
、

図
２
で
は
下
側
に
当
た
る
地
域
で
あ
る
。

戦
後
は
、
西
側
に
残
っ
た
九
軒
が
五
〇
〇

〇
円
ず
つ
出
費
し
、
九
尺
（
約
二
・
七
メ
ー

ト
ル
）
間
口
九
〇
軒
の
仮
店
舗
を
造
っ
た
と

こ
ろ
か
ら
始
ま
っ
た
（『
２
５
年
の
歩
み
』

大
口
通
商
店
街
協
同
組
合
）
。
こ
れ
は
官
公

署
に
依
存
せ
ず
自
力
で
建
設
す
る
、
「『
良

イ
品
ヲ
安
ク
親
切
ニ
消
費
者
ヘ
』
ヲ
モ
ッ

ト
ー
ト
シ
飽
ク
迄
正
直
本
位
薄
利
多
売
主
義

ノ
商
業
道
ニ
立
脚
シ
テ
経
営
」
す
る
な
ど
を

申
し
合
わ
せ
て
着
工
し
た
。
短
期
間
で
完
成

さ
せ
、
「
新
旧
合
シ
テ
一
四
七
店
、
畳
商
ヲ

図1　大口地区の順路

写真1　大口通商店街を通過する車列
　　　  大口通商店街協同組合資料
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●一九四六年の大口地区─「天皇巡幸」説明資料から─

除
ク
外
市
民
生
活
必
需
品
ヲ
網
羅
」
し
た
も

の
と
な
っ
た
。
写
真
１
右
側
が
、
こ
の
時
に

造
ら
れ
た
店
舗
で
、
等
間
隔
の
間
口
や
看
板

の
様
子
が
よ
く
分
か
る
。
い
ち
ば
ん
手
前
の

上
田
商
店
は
、
図
２
右
ペ
ー
ジ
の
★
を
付
し

た
「
油
商
」
で
あ
る
。
当
時
、
商
店
街
で
は
、

一
日
平
均
二
〇
万
円
の
売
上
げ
が
あ
り
、
市

内
だ
け
で
な
く
、
川
崎
や
鎌
倉
か
ら
も
客
が

来
た
と
い
う
。

表
１
は
、
四
六
年
の
業
種
別
店
舗
数
を
示

し
た
も
の
で
あ
る
。
図
２
と
合
わ
な
い
部
分

も
あ
る
が
、
ま
ず
、
飲
食
店
が
三
一
軒
と
い

ち
ば
ん
多
く
、
準
備
中
を
除
く
一
三
五
軒
の

二
割
以
上
を
占
め
て
い
る
。
こ
の
う
ち
、
一

軒
を
除
く
三
〇
軒
が
西
側
の
店
舗
に
新
し
く

入
っ
た
店
で
あ
っ
た
。
次
い
で
乾
物
商
・
果

実
商
・
魚
屋
・
食
料
品
店
な
ど
の
食
料
品
関

係
の
店
が
多
い
。
ま
た
、
ラ
ジ
オ
商
な
ど
の

電
気
器
具
商
が
四
軒
あ
り
、
進
駐
軍
土
産
店

（
ス
ー
ベ
ニ
ア
シ
ョ
ッ
プ
）
も
一
軒
あ
っ
た
。

大
口
仲
町
復
興
住
区

大
口
仲
町
復
興
住
区
は
、
商
店
街
の
西
側

に
あ
た
る
地
域
で
、
五
月
二
九
日
の
横
浜
大

空
襲
の
被
害
を
受
け
た
後
、
い
ち
早
く
復
興

し
た
地
域
で
あ
っ
た
。

「
行
幸
一
件
」
資
料
に
よ
る
と
（「
神
奈

川
区　

大
口
仲
町
復
興
住
区
」
横
浜
市
、
半

井
清
資
料
Ａ
─
26
─
３
）
、
空
襲
被
害
前

は
、
大
口
仲
町
第
二
町
内
会
三
一
七
、
第
三

町
内
会
三
五
六
世
帯
で
、
多
く
は
会
社
員
・

工
員
・
自
由
労
働
者
で
あ
っ
た
。
戦
災
に
よ

り
「
全
滅
ニ
瀕
シ
着
ル
ニ
衣
ナ
ク
住
ム
ニ
家

無
キ
」
状
況
と
な
り
、
両
町
内
会
で
約
四
三

〇
世
帯
が
残
り
、
壕
舎
や
「
焼
ト
タ
ン
ノ
仮

小
舎
」
で
雨
露
を
凌
ぐ
程
度
で
あ
っ
た
。
そ

こ
で
市
の
勧
奨
に
よ
り
「
戦
時
住
区
」
建
設

を
企
図
し
た
。
「
戦
時
住
区
」
は
、
疎
開
・

戦
災
に
よ
り
住
民
が
皆
無
に
な
る
こ
と
を
防

ぐ
た
め
に
、
し
か
し
防
火
用
地
も
確
保
す
る

た
め
に
、
敷
地
一
〇
〇
坪
に
五
〜
七
坪
の
住

宅
を
確
保
す
る
も
の
で
、
建
物
疎
開
の
古
材

が
供
給
さ
れ
た
。
こ
の
案
に
対
し
て
は
、
小

田
原
や
横
須
賀
か
ら
建
物
疎
開
の
古
材
を
運

搬
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
事
に
反
対
が
あ
り
、

残
っ
た
一
〇
三
世
帯
が
建
設
す
る
こ
と
に

な
っ
た
。
そ
の
後
、
鶴
見
区
な
ど
の
疎
開
古

材
が
使
え
る
よ
う
に
な
り
建
設
が
進
み
、
八

月
三
〇
日
に
総
て
完
成
し
た
。
内
訳
は
、
第

二
町
内
会
が
五
三
戸（
図
1
、
但
し
五
二
戸
）、

第
三
町
内
会
が
五
〇
戸
で
、
職
業
別
に
は
工

員
四
七
、
自
由
労
働
者
二
六
、
会
社
員
八
、

商
業
七
、
官
公
吏
六
、
そ
の
他
九
の
計
一
〇

三
戸
で
あ
っ
た
。
な
お
、
戦
後
に
は
「
復
興

住
区
」
と
呼
ば
れ
て
い
る
。

「
行
幸
」
を
伝
え
る
新
聞
記
事
で
は
、

「
赤
錆
び
た
焼
ト
タ
ン
を
壁
代
用
に
し
た

マ
ッ
チ
箱
の
様
な
バ
ラ
ッ
ク
が
並
ん
で
ゐ

た
」
と
記
さ
れ
、
昭
和
天
皇
は
知
事
の
説
明

を
聞
き
、
「
し
ば
し
そ
の
場
に
御
立
ち
に
な

ら
れ
た
」
と
記
さ
れ
て
い
る
（『
朝
日
新
聞
』

一
九
四
六
年
二
月
二
〇
日
）
。

お
わ
り
に

こ
の
大
口
地
区
の
風
景
は
、
直
ぐ
に
無
く

な
っ
て
し
ま
う
。
こ
の
地
域
は
、
一
九
四
六

年
八
月
戦
災
復
興
区
画
整
理
地
区
と
な
り
、

換
地
は
五
九
（
昭
和
三
四
）
年
と
な
っ
た
が
、

道
路
や
公
園
が
整
備
さ
れ
た
。
ま
た
、
四
七

年
に
大
口
駅
の
設
置
が
決
ま
る
と
、
商
店
街

独
自
で
従
来
の
約
五
メ
ー
ト
ル
道
路
を
一
一

メ
ー
ト
ル
に
拡
張
し
、
こ
れ
に
伴
い
仮
店
舗

は
撤
去
さ
れ
た
。
ま
た
、
店
舗
の
拡
張
の
た

め
に
収
容
し
き
れ
な
い
三
〇
〜
四
〇
店
舗
に

つ
い
て
は
、
補
償
金
に
よ
り
解
決
を
図
っ
た
。
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表１　1946（昭和21）年2月　大口通商店街の業種別店舗数
店舗種類 店

数 店舗種類 店
数 店舗種類 店

数 店舗種類 店
数

飲食店 31 酒屋 3 瀬戸物商 3 生花商 1
食堂 1 煙草屋 2 化粧品店 2 理髪店 1
ミルクホール 1 菓子商 1 薬品店 2 進駐軍土産店 1
乾物商 7 履物商 6 電気器具商 4 古物商 1
果実商 7 洋服屋 3 ミシン工業 4 時計屋 1
魚屋 6 洋品店 2 玩具商 3 準備中 12
食料品店 6 染物店 1 金物屋 3 事務所 1
銘茶商 2 呉服商 1 薪炭商 2 郵便局 1
惣菜店 1 糸綿商 1 本屋 2 銭湯 1
油商 1 帽子商 1 自転車屋 1 医院 1
食糧営団 1 雑貨商 8 葬具屋 1
青物共販所 1 荒物商 4 運送店 1
出典：図２と同じ。




